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はじめに

私の専門は教育学, 教育哲学です。特に, 感情

の教育 と認識の教育との関係に関心があり, 思想

としては, Education through Art, Aesthetic

education, あるいは, 美育といったものに興味を

もってきました。そ して, 私の研究がささやかで

も日本の教育や人間形成のあり方に貢献できれば

という願いを持ち続けております。

研究の方法 としては, 教育における, 表現, 感

情, 認識, シンボル, イメージ, イマジネーショ

ン, 創造性 といった概念とその内容の成果を, 原

理的(哲 学的, 思想的), 歴史的(日 本, 西洋, 

東洋), 実践分析(授 業分析)の 方法によって整

理 し, それらを教育的価値をもつものとして, ま

た豊かな学問的成果 として蓄積 させていく作業を

行っています。

その点で, 歴史的研究は私にとって大事な方法

論となっています。一般に, 歴史研究を行う場合, 

どのような時代区分を行 うかは大変大きな問題で, 

それによって研究者の立場をあらわします。芸術教

育の歴史を, 今回の指定にある 「明治期」というよ

うに, 大正, 昭和, 平成 と元号で区分する考え, 

教育政策や制度による区分の考え, 政治や経済と

いった時代状況の分析を演繹的に教育の時代区分

にあてはめる考え, 教育の実践とは関係なしに教

育の目的, 理念, 教育思潮, 芸術界の動向によっ

て時代区分を行う考え, あるいは, 教科書を中心

に, 検定のない時代, 検定教科書, 国定教科書の

時代などと区分する考えがあります。

しかし, これ らの方法は芸術教育固有の歴史を

内在的に明らかにする方法とは言えません。すな

わち, 芸術教育にかかわる教育的諸価値が歴史的

にどのような契機で現われ, どのように形成され, 

どのような遺産 として残されてきているのか, 挫

折や未発の契機 も含めての歴史研究の方法が必要で

す。 言い換えれば」 芸術教育固有の価値を歴史的

に明 らかにす る方法論が求あられるのです。

芸術教育の歴史を明らかにする資料 として, 意

図的な形で教育を行おうとしてきた公教育におい

ては, 芸術教育の理念, 政策 といったものや, 検

定, 国定教科書の内容分析だけでなく, 実際にそ

の内容をどのような方法で行 ったか という授業の

実際にまで迫る上で 「教師用書」の検討まで掘 り

下げる必要があ ります。 また, 公教育だけでなく, 

現実に生きている人々の美意識の形成 と要求を明

らかにするために, 民衆の芸術に対する教育要求

をあらわす民間教育運動の資料 も必要です。 さら

に, 人間の無意識的 レベルで美意識の形成をはか

る無意図的教育, インフォーマルな教育環境のも

つ資料も大変大事だと思っています。 このように, 

フォーマルな教育, インフォーマルな教育の両面

の資料を通 して日本人の美意識の形成を トータル

に捉える必要があります。

近代学校と芸術教育

近代学校設立以前において, 日本人がどのよう

にして美意識を形成 していったかを明らかにする

ことは興味あるテーマです。寺子屋では3R'sが

中心で したから芸術教育は行われていませんで し

た。そこで, 多 くの民衆の子どもたちは生活や環

境, 自然の中で美意識を形成 していったと思われ

ます。

まず, 意図的, 意識的教育 として, 子ども組や

若者組 といった 「群れの教育」での美意識の形成

があげられます。例えば, 村の祭 りや儀式におい

て, 子どもや若者は飾 りつけをし(美 術, 工作, 

技術), 歌い(音 楽), 踊 り(舞 踊), 寄附集め, 

協同作業(道 徳教育)な どによって, 生活や環境

と結びついて総合的, 全体的な美意識と人間形成

がはか られていたことがわか ります。

また, 季節ごとに設けられた年中行事や節供な

どにみ られる無意図的, 無意識的 レベルでの影響

も見過ごすことはできません。子どもが, お正月

や雛祭り, 七夕などの祭りを待つ時のわ くわ くし

た楽 しさと, 祭りの終 った後の名残り惜 しさとい

った感情は, 子どもが人生の最初に感ずるペーソ

スのようなもので, それはその後の感情や情操の

あり方を規定する原型のようなものと言えます。

そして, これは無意識のレベルで人間の感情にう

ったえるという点で芸術教育の原点とでも言うべ

きものであります。

日本の公教育で芸術教科が設けられるようにな

ったのは約100年 ほど前からのことです。それは

近代公教育制度の確立をはか り近代化をすすめて

いった諸外国の動向と対応 しています。 ところで, 

近代学校における芸術教育は, 前述のそれ以前の

芸術教育に比べて, 次のような特徴をもっていま

した。

まず第一に, 近代学校は子どもを, 時間的, 空

間的に日常生活か ら隔離 した場所におくところに
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特徴があり, 芸術教育 もそのようなところで行わ

れてきたという点です。子どもを取りまく日常的

な自然や生活, 子どもの興味や関心と関係なく, 

同一年令の集団で時間割と教室, 教材が定め られ, 

各教科がバラバラで孤立的な状態の中で芸術教科

が設定され, 美意識の形成がはかられてきました。

第二は, 近代学校が取扱う教材が, それまで子

どもが 日常生活で経験 してきた環境とは全 く切り

離れた, 西洋から移入 された文化をもとに した教

育内容や技法が中心であったという点であります。

それまでは, 子どもの日常生活での美的環境は, 

祭 り, 行事, 伝承遊iび, 日本画, 南画, 邦楽 とい

ったものが影響を与えていました。それに対 し, 

近代化をすすめるために学校は西洋の科学技術や

文化内容を積極的に教えようとしたのであります。

例えば, 図画の場合, 蕃書調所でオランダ学にた

ずさわ っていた川上冬崖が翻訳, 移入 した『西画

指南 』が最初の教科書 として使用されたものです。

この原本 はイギリスのものであり, 鉛筆画によっ

て, 明暗, 遠近, 透視図法などの技術が教え られ

ようとしま した。これは今までの日本人のもって

いた認識や表現の仕方とは全 く異質のもので した。

その後, 教材教具の方針をめぐって鉛筆画と毛筆画

の争いなどもありますが, 大勢は鉛筆画による西洋

画の教育理念によってすすめられてきました。美術

界にも洋画と日本画といった分野が画然と区別され

ていますように, 学校教育の目的にあっても, こ

の問題が解決 されているとは言えません。急速な

近代化をすすめた国々では, 近代化=西 洋化 とい

う図式ができあがり, 文化や教育内容の二層化の

現象が起 こりました。一方で日常生活での伝統的

文化の環境, 他方で西洋文化を教育内容 として教

える学校教育の環境 という二分化であります。 も

う一つの例として音楽教育について も同 じことが

言えます。西洋音楽の導入によって, それまで子

どもや民衆が日常生活で歌ってきた民謡やわ らべ

唄にみ られる感情や気持ちを込めた, 力強いリズ

ムなどは無視され, 学校では和洋折衷の独特の音

楽が 「唱歌」という名前で成立 しました。その結

果, 「学校唱歌, 校門を出でず」と言われますよ

うに, 日常生活とは切 り離れた学校音楽 として綾

小化されてい くことになりました。

近代学校の芸術教育の特徴の第三点は, 「教育

的配慮」という思想が貫かれたことであります。
これは, まず, 学校教育の教育内容は芸術的価値

とは別のもので, 「子 どもにはこの程度の認識や

表現, 鑑賞ができれば良い」という形で:「教育的

配慮」が行われました。例えば図画の場合, 前述

の 『西画指南 」や, 教科書検定のなかった時代の

教科書や, 検こ定教科書の時代の教育内容と, 国定

教科書の時代の教育内容 とを比較 しますと, その

違いと意味が非常にはっきりします。前者は教科

書の執筆者が芸術家の立場か ら生き生 きした伸び

やかな筆使いで芸術作品をつ くり出す意気込みで

教材をかいています。それに対 して, 後者は, 図

画の国定教科書の第一期は明治37年, 第二期は明

治43年, 第三期は昭和6年 ですが, 執筆者は芸

術的思想や信念 とは別の 「子 どもはこの程度描け

れば良いのだ」 という 「教育的配慮」を行った生

気のない死んだ筆線による教材があ らわされまし

た。その結果, 題材 も執筆者自からの美的感動 と 一

は関係なく取 りあげられ, ついには国家目的にあ

わせて選ばれていくことになりました。

「教育的配慮」は, 一応子どもの発達段階とい

ったものを意識 してあ らわれてきました。すなわ

ち, それまでの図画教育は大人, 職人, 芸術家の

技術習得の順序を程度を下げて子どもに適応させ

る仕方で行われていま した。 そこでは, 子どもは

大人を小さくしたもの, 大人の ミニチ ュア, ひな

型であるという児童観が支配 していました。それ

に対 して, 「教育的配慮」は子どもを大人とは区

別 しようとしましたが, その発達段階の考えは大

人のつ くった考えで, そのプログラムにあわせて

カリキュラムをっくろうと しま した。 図画では

『新定画帖 』という教科書などがそれで, そこで

は子どもの興味や関心などは全 く配慮 されず教え

られました。大人の目か らみます と, 教科書 とし

ては一応体系化の試みがうかがわれますが, 子 ど

もの心とは大変かけ離れたものになっています。

「教育的配慮」はこのような形で行われてきま

したが, これはアリエスが指摘 したように 「教育

的配慮」という名前によって子どもを大人から隔

離することになった近代教育の特徴で もあります。

芸術教育の場合も, 子 どもを芸術の世界や, 日常

的な大人の社会の芸術的環境か ら遠ざけ, 子ども

を学校 という特殊な世界に閉じ込あることにもな

ったと言えましょう。

第四の特徴は, 近代学校の芸術教育は純粋な芸

術教育を行おうとしたのではなく, その目的や内

容は実用主義的傾向をもっていた点です。近代国

家を建設す るための目的に教育 も位置づけられた

がため, 芸術教育の目的 もその路線に沿 うことに

な りました。図画の場合, その名称が象徴 してい

ますように, 殖産興業にみあうための製図や地図

解剖図の描ける能力を形成する画学や図学の考え

方が色濃 く貫かれました。そこでは, 美術教育, 

感情教育といった芸術教育の教科としては成立 し

ていなかったのです。前述の唱歌の場合 も, 音楽

教育の卑近な側面が貫かれま した。
このように, 明治期の近代学校を確立するにあ

たって, 芸術教科を制度の中に組織的に入れよう

としたことは画期的なものではあ りましたが, そ

の目的, 内容につきましてはかなり特殊な傾向を

もっていたと言わなくてはなりません。 しか し, 
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ここには, 学校 という組織が抱えている内在的な

問題も含まれています。

近代学校の芸術教育の問題

前述のような特徴をもった明治期の芸術教育に

あっても, 芸術教科として考えるような動きもあ

りました。例えば, 図画の場合, 岡倉天心やフエ

ノロサのような人たちは, 従来, 実用主義 と伝統

復古をめざしたナショナリス トであったと評価さ

れていますが, 明治18年 に文部省に提出された

図画教育調査会報告書などをみますと, 図画教育

は人間の目や心を育て, 美感を養う 「美術画法」

を目的としなければな らないと提言しています。

当時の 「図画ハ 目及 ビ手ヲ練習シテ通常ノ形体ヲ

看取シ, 正 シク之 ヲ画クノ能ヲ養 ヒ, 兼ネテ意匠

ヲ練 リ……」 という状況にあって, 彼 らは美と表

現の教科 として, また人間教育の教科 として図画

教育を考えようとしていました。それは, 教育的

価値を人間形成以外に求めていた教育に対する批

判であり, 芸術教育 としての価値を主張するもの

でありました。

芸術教育のもつ このような矛盾や問題点は教育

界の人たちにはなかなか見えてこないものでした。

森の中に入ると木が見えなくなる, 木を見ている

と森が見えなくなるといったゲシュタル トの法則

にもありますように, 教育界にいる人たちは自分

たちの行っている教育が本当に子どもたちの人間

形成になっているのかどうか, あるいは本当に一

人ひとりの個性や能力を伸ばす教育を行っている

かどうか, といった点はかえって見えない状態に

あったのです。その点, 教育の世界の外側にあっ

て, 比較的自由に子どもや教育を見ることのでき

た芸術家たちの目と意見は鋭いもので した。彼 ら

は明治期の芸術教育のあ り方を批判するだけでな

く, その主張を運動 にまで実践 し, 真の芸術教育

の確立をはかろうとしました。明治期の終 りか ら

大正時代にかけて, すなわち, 1910年 代か ら20

年代にかけてのこの運動は一般に芸術教育運動 と

呼ばれています。

この運動は, 公教育外の芸術家たちが中心にな

って, 文章, 詩, 絵, 歌, 遊戯, 劇, 童謡, 童話

などを通 して, 教育 と芸術的価値 とを結びつけ, 

人間形成における芸術教育の重要性を主張し, 実

践するもので した。芸術教育のそれぞれの分野で, 

それぞれの運動が行われましたが, そこに共通 し

ているものは, 子どもの感情や表現, 個性 といっ

た内面性を重視 し, また, 子どもの生活や自然, 

興味, 関心, 自発性を認めた芸術教育であったと

いうことです。

子どもの興味や関心か らかけ離れた教訓的な文

部省唱歌に対 し, 北原白秋はわらべ唄や民謡, 伝

承音楽を掘 りおこし, 童謡や児童自由詩の運動を

すすめました。画家で版画家の山本鼎は, 当時の

臨本模写の臨画教育を厳しく批判 し, ロシアの農

民美術や江戸期の浮世絵版画とも思想的につなが

る自由画教育の運動を行いました。文芸評論家の

片上伸は, 明治期の修身道徳の教育に対して, 文

芸のもつ価値に注目して 「より生きる力」を子ども

に教える文芸教育論を主張しました。口演童話家の

岸辺福雄は口演童話や童謡踊の実践を行いました。

彼は, 子どもの日常生活で行われていた伝承遊びの

教育的価値を認め, 最初はそれを団体遊戯にとり入

れていましたが, 遊戯本来のもっている 「愉快」さ

を生かす ところの童謡を歌 って踊る童謡踊 りを始

めました。それは 「人工を加えた複雑なものでは

なく, 簡単なもの」, 「原始的なもの, 盆踊り風

なもの」でありました。また, 口演童話も, 勧善

懲悪的な教訓的童話に対 し, 昔話やおとぎ話 しに

つながる 「語 り」の童話の価値を実践するもので

した。

さらに, 作家の鈴木三重吉は子どもの読みもの

が 「実に乱暴で下等なのにおどろき呆れ」て, 芸

術的な童話 と童謡を創作 し, また, 子 どもの作

文を 「選定補修」 して文章表現の水準を高める

『赤い鳥 』運動を行いました。 あるいは, 雑誌

『白樺 』に影響をうけた長野県を中心にした白樺

派の教師たちは, 子どもたちに直接, 美術作品や

音楽などにふれさすことによって芸術的感化をめ

ざすことを しま した。

このように, 芸術家たちをはじめ, 芸術に影響

をうけた教師たちによって, 明治期の近代学校の

もっていた芸術教育の問題点は実践 と運動によっ

て克服 されるようになり, 芸術教科は芸術教育を

行 うというように考えられるようになってきまし

た。そして, 大正14(1925)年 に設立された芦, 

屋児童の村小学校のように, 芸術教育が学校の哲

学みたいになって, 山田耕搾による音楽会や, 野

外映画会, 石井漠舞踊団による踊 りなどが公演さ

れ, 芸術教育が学校だけでなく地域の人々にまで

影響を与える学校があらわれてきました。

明治期の芸術教育は, 日本の近代化と学校 とい

う組織の中でいろいろな問題点を含み, 克服の試

みがなされてきましたが, しか し, それらが今日

まで充分に解決されてきたとは言えません。
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